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新年、明けましておめでとうございます！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるまい向上プロジェクト……昨年から島根県全体で県民運動として取

り組まれている「ふるまい向上プロジェクト」ですが、本校では、あい

さつやはきものそろえ、ろうかの歩行などを中心に指導を行っています。 

 あいさつについては、スポーツ少年団の方々とも連携をとって指導し

てきましたが、地域の皆様のご指摘どおり、今一歩と言うところもあり

ます。はきものそろえについては、トイレのスリッパがそろうよう指導

を行っていますが、十分にできていない現実もあります。このような指

導は、日々継続的に行う必要があり、ご家庭や地域の方とも連携をとっ

ていかなければなりません。個人差もありますが、今後も継続して指導

していきますので、皆様のご協力をよろしくお願いします。 
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２０１２年がスタートしました。新年明けましておめでとうございます。皆様お揃いで、よ

いお年を迎えられたことと思います。今年も昨年に続き、年明けは雪が多く、学校の中庭には、

３０ｃｍほどの雪が残ったままでした。 

それでも子どもたちは、始業式に元気な姿を見せてくれました。始業式では、「新年の決意」

を決めて、それに向かって頑張ることと、楽しい１年になるよう、元気で学校に通うことを話

しました。３学期の授業日は５０日ちょっとで、大変短く、インフルエンザなどの病気がはや

る時期ではありますが、「元気が一番！元気があれば何でもできる！！」を合言葉に、精一杯頑

張ってほしいと思っています。 

今年も、地域の拠り所としての学校運営を行ってまいります。保護者の皆様、地域の皆様の

益々のご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

書き初め会……新年恒例の書き初め会を行いました。３年生以上のそれぞれの学年では、講師

の大島寿子先生に指導していただき、毛筆による書き初めを行いました。これは、国語に対す

る関心を高め、国語を尊重する態度を育てるとともに、文字を正しく整えて書こうとする態度

を養うための活動です。さらに、日本の文化と伝統に対する理解と愛情を育てることもねらい

としています。当日は、体育館で２つずつの学年が書きました。一人一人自覚を持って取り組

み、大島先生に指導していただいたことを活かして、真剣に書くことができました。作品は、

島根県書き初め展に出品しました。（冬休みに取り組んだ作品は、教室に掲示しています。） 

大島先生には、丁寧に、また熱心にご指導いただき、大変ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯石地区更生保護女性会様から図書カードをいただきました。子どもたちの読書活動の充実のため

に大切に使わせていただきます。ありがとうございました。 

学級での給食……３学期は、ランチルームでの給食をとりやめ、１学期と同様に、各学級での給

食を行っています。全校児童が集まって食べることで、縦の関係作りをしたり、残さず食べよう

としたりするなど、いろいろなメリットがありましたが、逆に緊張感をもち続けて食べていた子

どももいたと思います。学級に戻ることで、一人一人の役割が再認識でき、責任感を強くもつこ

とができたり、安心感をもったりするよい点もあります。今後も、バランスをとりながら、給食

指導を行っていきたいと思います。 

学習公開・ＰＴＡ研修……３学期の学習公開を行いました。今回は、一人一人を大切にする観点

から、全学年、人権同和教育に視点を当てた授業を公開しました。 

 子どもたちは、いろいろな場面で、たくさんの友達と関わっています。ときには意見が合わず、

言い合いやけんかになることもあります。そんなとき、どう解決していけばよいのかわからない

子どももいると思います。今回の取組みが、子どもたち一人一人にとって、考えを深めるいい機

会になったのではないかと思っています。また、授業後はＰＴＡ研修会を行いました。島根県教

育センターの藤原指導主事様に来ていただき、「発達障がい」についてご講演いただきました。

保護者の皆様には、お子さんの成長に関して、大いに考えていただける機会となったことと思い

ます。多数お出かけいただきまして、ありがとうございました。 

ミュージカルの公演……文化庁の「次代を担う子どもの文化芸術体験事業」の一環として、東京

の劇団の方が、本校でミュージカルをしてくださることになりました。本番は２月１３日（月）

を予定していますが、参加型の舞台で、全校児童が関わりを持ちながら鑑賞します。 

この公演・活動を通して、子どもたちのコミュニケーション能力や表現力を高めたり、芸術文

化に対する理解を深めたりすることができればと思っています。 

その事前のワークショップとして、先日、劇団の方々とふれあう機会がありました。この日は、

全校児童がいっしょに参加する場面の演技指導をしていただきました。初めは緊張気味の子ども

たちでしたが、演出家の先生のご指導により、大きな声でせりふを言ったり、歌を歌ったりする

ことができました。生の舞台で、感動を味わうことのできる本番の日がとても楽しみです。 


